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工学系技術センターの設置

H20.4.1 工学系技術センター設置

（技術職員46名)

R4.4.1 技術職員52名

研究室等への専属配置はせず、すべて派遣方式とする。

工学系技術センター技術部では1年単位での派遣方式を採用しており、
工学研究院、情報科学研究院や附属研究施設から寄せられる
派遣依頼内容により配属先が決まる。

工学系技術センター技術部について
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派遣方式

平成20年4月1日～

工
学
系
技
術
セ
ン
タ
ー

Ａ部門 ← 派遣ー 技術職員

Ｂコース ← 派遣ー 技術職員

Ｘ施設 ← 派遣ー 技術職員

Ｙ専攻 ← 派遣ー 技術職員

Ｚセンター ← 派遣ー 技術職員

技術部

～平成20年4月1日

Ａ研究室 技術職員

Ｂ研究室 技術職員

Ｘ施設 技術職員

Ｙ室 技術職員

Ｚセンター 技術職員

事業体

平成20年3月末まで 平成20年4月から
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工学部の教職員数

教 員：326名

事務職員： 68名

技術職員： 53名

合計
447名

令和3.5.1現在

工学部の学生数

学部生（2-4年次）：2,185名

大学院生（修士課程）：773名

大学院生（博士課程）：223名

工学部の概要
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センターは、工学研究院、情報科学研究院、量子集積エレクトロニクス研究センター
及び関連する部局の教育・研究の技術支援を行うことを目的とする。



7工学系技術センターの組織図
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工学系技術センター

センター長
（工学研究院
副研究院長）

副センター長
（情報科学研究院

副研究院長）

技
術
部
長

副
技
術
部
長

技術部

第一技術室長

第二技術室長

第三技術室長

機器支援班長

工作支援班長

情報管理支援班長

班員（15名）

班員（8名）

班員（7名）

班員（7名）

安全衛生班長 班員（4名）

工学研究支援班長

情報技術支援班長

班員（11名）

工学系技術センター技術部では1年単位での派遣方式を採用しており、工学研究院、情報科学研究院
や附属研究施設から寄せられる派遣依頼内容により配属先が決まる。
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センター長
（工学研究院
副研究院長）

副センター長
（情報科学研究院

副研究院長）

技
術
部
長

副
技
術
部
長

第一技術室長

第二技術室長

第三技術室長

機器支援班長

工作支援班長

情報管理支援班長

班員（15名）

班員（8名）

班員（7名）

班員（7名）

安全衛生班長 班員（4名）

工学研究支援班長

情報技術支援班長

班員（11名）

技術部（技術職員組織）

工学系技術センターの組織図と会議

班会議(月１回）連絡会議（月1回）
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センター長ミーティング（月1回）
実質的なことを決定
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工学系技術センター 技術部 （３室６班体制）

・機器支援班
電子顕微鏡等による分析業務や大型施設の維持管理業務など

・安全衛生班
各種法令に基づき職場環境の安全を管理する業務など

・工作支援班
機械工作やガラス工作を通して教育研究支援業務など

・工学研究支援班
工学研究院の各部門等において教育研究支援業務など

・情報管理支援班
情報系システム開発やネットワーク管理業務など

・情報技術支援班
情報科学研究院の各部門等において教育研究支援業務など
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52名令和4年4月現在の工学系技術センター組織図



11第一技術室

機器支援班の一例（電子顕微鏡関係）
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機器支援班の業務

各施設（NMA,HVEM,FCC,HBXL,LINAC）において

・各種電子顕微鏡による分析業務、試料作製
・ユーザー対応、技術相談
・NMR,MRIによる構造解析
・電子線、X線、中性子ビームによる物質構造解析
・大型施設の維持管理業務 など

透過電子顕微鏡（TEM）

核磁気共鳴装置（NMR）

電子プローブマイクロアナライザ（FE-EPMA）

X線回折装置（XRD）



13機器支援班の一例（電子顕微鏡関係）

透過電子顕微鏡（TEM）

走査電子顕微鏡（SEM）

電子線を利用して小さなものを見ることが出来る！
ナノサイズの観察



14

超高圧電子顕微鏡（ARM-1300）

究極的には原子を見る！

機器支援班の一例（電子顕微鏡関係）
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核磁気共鳴装置（NMR）

機器支援班の一例（フロンティア化学教育研究センター）

400MHｚ 500MHｚ 600MHｚ

質量分析装置装置（GC-MS） プラズマ発光分光分析装置（ICP）



16第一技術室

機器支援班の一例（電子顕微鏡関係）
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安全衛生班

・核燃料物質、放射性同位元素、化学物質、
高圧ガスその他の危険物の安全管理

・遺伝子組換え実験、動物実験、病原体等の取扱いの安全管理

・安全衛生管理にかかわる規約・マニュアルの制定・改訂

・安全衛生管理にかかわる指導及び助言

・安全衛生管理に関する点検・査察

・安全教育、訓練

・防災に関すること
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工作支援班の一例（機械工作室、ガラス工作室）



19工学系ワークショップ（機械工作室）の一例

実験研究に必要な世に無い一点物の工作物を作成している。

X,Yの２次元加工

マシニングセンタ（MAZAK）

授業の一つである学生実験の
実習サポートも行っている。

ツール変更が自動

年間依頼件数：約500件（令和2年度）
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コンタマシン

バンドソー

いろんな材料を自由な
形状に切断可能

断面積が大きな材料の
切断が可能

工学系ワークショップ（機械工作室）の一例
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数値制御による
主に円筒形の加工

大径のオネジ、メネジ加工

NC旋盤

汎用旋盤

工学系ワークショップ（機械工作室）の一例
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汎用フライス盤 平面・溝・歯車などの
切削加工を行う

NCフライス盤 数値制御可能

工学系ワークショップ（機械工作室）の一例
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NCフライス盤 （HAAS）

数値制御可能

導電性があれば切削困難なものでも
自由に加工可能

放電加工機

工学系ワークショップ（機械工作室）の一例
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シャー

薄板などの切断に使用

ボール盤

穴あけやタップによるねじ切り

工学系ワークショップ（機械工作室）の一例
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マシニングセンタ（森精機）

X,Y,Zの
３D加工が得意 CAD/CAMとの

連携により自動化

加工手順のプログラムを事前確認できるので失敗が無い。

コンパクトマシニングセンタ

工学系ワークショップ（機械工作室）の一例



工作物の一例

26工学系ワークショップ（機械工作室）の一例
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写真はSIBATAカタログより
冷却器

連結管

丸底フラスコ

セパラブルカバー

ガス導入管

ガラス工作室

既製品では存在しない一点物の製作

工学系ワークショップ（ガラス工作室）の一例

年間依頼件数：約220件（令和2年度）



28工学系ワークショップ（ガラス工作室）の一例

ガラス工作室作業場 年間依頼件数：約220件（令和2年度）
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ジムロート電気化学セル真空トラップ 真空トラップ管

石英二重管

工学系ワークショップ（ガラス工作室）の一例
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ガラス工作室の製作物

・ガラス機器の修理
・既製品にないサイズの製作
・既製品で存在しない機器の製作など
・学生実験のサポート

工学系ワークショップ（ガラス工作室）の一例
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工学系ワークショップ
（機械工作室、ガラス工作室）の業務

・実験機器の製作 世に無い一点もの
・技術相談
・学生実験のサポート（ガラス工作、溶接、旋盤）
・工作機械の安全な使い方指導 安全講習会の実施

などetc
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工学研究支援班の一例



33

・実験機器の維持管理

工具の安全な使用法の指導
実験の手順に関する助言
適切な情報の提供

・学生実験での技術支援

土木工学部門の一例
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1000kNアムスラー試験機

シリンダー型の供試体の
圧縮試験等に使う

土木工学部門の一例
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1000kNローゼンハウゼン試験機

梁（はり）供試体の曲げ試験等に使う

土木工学部門の一例
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– 工具の安全な使用法の指導

– 実験の手順に関する助言

– 適切な情報の提供

実験を行う学生が
効率的かつ安全に
作業できるよう補助する

学生実験での技術支援

土木工学部門の一例



37第三技術室

情報管理支援班の一例
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・HINES部局担当業務
北大のネットワークを利用するための

各種申請を受け付けています。

・ネットワーク、情報セキュリティに関するご相談
研究室のパソコンがインターネットにつながらない、など
ネットワーク、情報セキュリティに関する相談にお応えしています。

・工学部汎用システム・ユグドラシルに関すること
各種情報の告知、事務作業の効率化のための情報システムを
独自に開発し、教職員に提供しています。
オーダーメイドで様々な用途に対応しています。

・工学部学生情報システムに関すること
学生向けの情報システムを独自に開発しています。
ポートフォリオ作成、eラーニング等で活用されています。

情報管理支援班（情報管理室）
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主な業務

組織のリーダーとして国際的に活躍できるよう、 工学系の学生に専門の枠を超えた、
より実践的な教育プログラムを提供。

・授業を撮影、編集し、単位認定補助教材の制作、配信、管理と運用
（これまでに８０科目の大学院講義を撮影・配信）

・教員・学生のニーズに適合するシステムの開発
・ICTを活用した教育及び学習支援

情報管理支援班（工学系教育研究センター）
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情報技術支援班

情報エレクトロニクス、電気制御システム、
電気電子工学部門において

・学科計算機室の維持管理
・計算機を利用した講義・演習・学生実験の補助
・実験計測用ソフトウェア・ハードウェアの開発および運用支援
・学生実験用機器の保守管理
・学生実験の指導、補助
・研究教育用データサーバーシステムの管理運用
・情報処理ソフトウェア等の開発
・制御・測定ツールの装置開発と運用支援
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工学系技術センターの技術職員は
いろんな職場で「教育研究支援」を行っている。

業務遂行で必要な資格もある。

・クレーン
・玉掛け
・危険物取扱者
・エックス線作業主任者
・高圧ガス製造保安責任者
・ガス溶接やアーク溶接
・研削砥石の取替作業
・第一種衛生管理者
・第2種電気工事士 など



42工学系技術センターHP
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「教育・研究支援の
プロフェッショナルを目指しませんか！」

工学系技術センター技術部の技術職員は
工学系部局内の幅広い専門分野において
「教育・研究支援」業務を行っている。
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